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回次
第12期

第２四半期累計期間 第11期

会計期間
自2022年10月１日
至2023年３月31日

自2021年10月１日
至2022年９月30日

売上高 （千円） 789,600 1,270,624

経常利益 （千円） 101,541 95,708

四半期（当期）純利益 （千円） 69,421 64,627

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － －

資本金 （千円） 121,080 100,000

発行済株式総数 （株） 1,931,400 1,766,400

純資産額 （千円） 732,560 621,889

総資産額 （千円） 1,036,852 869,819

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 36.80 37.62

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） 33.49 31.54

１株当たり配当額 （円） － －

自己資本比率 （％） 70.7 71.4

営業活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） 126,645 13,713

投資活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） △15,000 △7,706

財務活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） 28,741 131,093

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 794,337 653,951

回次
第12期

第２四半期会計期間

会計期間
自2023年１月１日
至2023年３月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 14.72

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．当社は、2022年３月７日付で普通株式１株につき300株の割合で株式分割を行っております。第11期の期首

に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期（当期）純利益及び潜在株式調整後１株当たり四

半期（当期）純利益を算定しております。
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２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の発行者情報に記載した事業

等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1）経営成績の状況

　当第２四半期累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症につきましては段階的な経済活動の再

開により景気回復の兆しが見られますが、断続的な感染再拡大の懸念もあり、ウクライナ情勢による地政学的リス

クに伴うエネルギー価格上昇や、米国金融政策動向の世界経済への影響、生活必需品の値上げなど経済活動の動向

は極めて不透明な状況が継続しております。

　また、高度化・複雑化が増すビジネス環境下において、企業の経営課題は年々増える一方、企業を支える労働力

の面では、少子高齢化という社会問題も相まって働き手が不足している状況です。生産年齢人口は減少する一方

で、働き方の多様化が進みプロフェッショナル業務のアウトソーシングが拡大しております。

　このような状況の中、当社は「幸せの懸け橋に～1人でも多くの人を幸せに導く～」という創業理念のもと、経

営管理ナレッジシェアを軸とした「経営管理コンサルティングサービス」、「プロフェッショナル人材の紹介」

等、公認会計士人材の経験・知見をデータベース化・最適配分を通じて、経営管理の課題解決を支援するプロシェ

アリング事業及び付帯関連事業を拡大しております。

　当社が運営する公認会計士等のためのワーキングプラットフォーム「会計士.job」では登録者数が2023年３月時

点で3,800名を超え、急速に変化する事業環境への対応を背景に成長を志向する企業へのご支援を拡大しておりま

す。

　各企業ともに慢性的な人材不足の状況であり、上場準備を進めるにあたり管理体制整備のノウハウやリソース不

足に陥りやすく、IPO支援、リスクマネジメントサービスを中心に当社の提供する各サービスへの問合せが増加

し、支援社数も増加しております。

　各サービスへの問合せ対応や将来的な事業拡大のため採用の強化を進めております。また、日本国内におけるス

タートアップ企業の成長とIPOならびにM&A業界のさらなる発展を目的にBridgeIPO/M&ACommunityを立ち上げ、HPや

メールマガジンでの業界に関する情報発信やオンラインによるピッチイベントの開催など、成長を志向する企業の

支援を拡大してまいります。

　以上の結果、当第２四半期累計期間の経営成績は、売上高789,600千円（前年同期比28.7%増）、営業利益

101,647千円（同24.6%増）、経常利益101,541千円（同24.7%増）、四半期純利益69,421千円（同36.0%増）となり

ました。

　なお、当社はプロシェアリング事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載は省略しております。

(2）財政状態の状況

(資産)

　当第２四半期会計期間末における資産合計は1,036,852千円となり、前事業年度末に比べ167,033千円増加いた

しました。流動資産につきましては、976,439千円（前事業年度末比155,275千円増）となりました。これは主

に、当第2四半期累計期間に営業活動によるキャッシュ・フローが126,645千円の資金の獲得になったこと、及び

新株予約権の行使に際しての払込みが41,250千円発生したことにより、現金及び預金が140,386千円増加したこ

とによるものです。固定資産につきましては、60,413千円（同11,757千円増）となりました。これは主に、投資

有価証券の取得等により投資その他の資産が14,720千円増加したことによるものです。

(負債)

　当第２四半期会計期間末における負債合計は304,292千円となり、前事業年度末に比べ56,361千円増加いたし

ました。流動負債につきましては、276,492千円（前事業年度末比67,481千円増）となりました。これは主に、

未払法人税等の増加33,171千円及びその他流動負債の増加24,124千円によるものです。固定負債につきまして

は、27,800千円（同11,119千円減）となりました。これは長期借入金の返済11,119千円による減少です。

(純資産)

　当第２四半期会計期間末における純資産合計は732,560千円となり、前事業年度末に比べ110,671千円増加いた

しました。これは主に、新株予約権の行使に際しての払込みにより41,250千円増加したこと、及び四半期純利益

を69,421千円計上したことによるものであります。
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(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は794,337千円（前期末

比140,386千円増加）となりました。各キャッシュ・フローの状況と主な要因は以下のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果獲得した資金は126,645千円（前年同期は6,416千円の資金の支出）となりました。これは主に

売上債権の増加額19,778千円（前年同期は30,925千円の増加）及び法人税等の支払額2,231千円を支出（前年同

期は52,823千円の支出）したものの、税引前四半期純利益101,541千円（前年同期比20,143千円の増加）を計上

したこと及び仕入債務の増加額16,261千円（前年同期は11,754千円の増加）によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は15,000千円（前年同期は4,910千円の支出）となりました。これは投資有価証

券の取得による支出15,000千円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果調達した資金は28,741千円（前年同期は150,546千円の調達）となりました。これは長期借入

金の返済による支出12,508千円（前年同期は19,453千円の支出）が生じましたが、株式の発行による収入41,250

千円（前年同期は170,000千円の収入）があったことによるものです。

(4）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシ

ュ・フローの状況の分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありま

せん。

(5）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

(6）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあ

りません。

(7）研究開発活動

　該当事項はありません。

(8）経営成績に重要な影響を与える要因

　当第２四半期累計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因について重要な変更はありませ

ん。

(9）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当第２四半期累計期間において、資本の財源及び資金の流動性の状況について重要な変動はありません。

　また、当社の資本政策の基本方針について重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 6,800,000

計 6,800,000

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2023年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（2023年５月19日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,931,400 1,931,400
東京証券取引所

TOKYO PRO Market

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら

限定のない当社にお

ける標準となる株式

であります。なお、

単元株式数は100株

であります。

計 1,931,400 1,931,400 － －

②【発行済株式】

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2023年１月１日～
2023年３月31日

－ 1,931,400 － 121,080 － 285,570

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】
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2023年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合

（％）

宮崎 良一 東京都港区 554,000 29.02

GOOD ONE PARTNERS合同会社 東京都港区南青山二丁目２－15 399,600 20.93

ＷＭグロース４号投資事業有限責

任組合

東京都千代田区麹町三丁目２

垣見麹町ビル別館６階
292,700 15.33

株式会社プロネクサス 東京都港区海岸一丁目2－20 172,500 9.04

株式会社エスネットワークス
東京都千代田区丸の内一丁目８番１号

丸の内トラストタワーＮ館15階
80,000 4.19

パーソルテンプスタッフ株式会社
東京都渋谷区代々木二丁目１番１号

新宿マインズタワー
69,600 3.65

田中 智行 神奈川県川崎市中原区 34,200 1.79

稲岡 賢 東京都文京区 34,200 1.79

伊東 心 東京都豊島区 26,400 1.38

フリー株式会社 東京都品川区大崎一丁目２－２ 23,100 1.21

株式会社日本Ｍ＆Ａセンター 東京都千代田区丸の内一丁目８－２ 23,100 1.21

ギークス株式会社
東京都渋谷区渋谷二丁目24－12

渋谷スクランブルスクエア39Ｆ
23,100 1.21

計 － 1,732,500 90.74

（５）【大株主の状況】

2023年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　 22,200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　1,909,200 19,092

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であります。な

お、単元株式数は100株

であります。

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 1,931,400 － －

総株主の議決権 － 19,092 －

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】
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2023年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

ブリッジコンサルティン

ググループ株式会社

東京都港区虎ノ門四丁目1番

40号
22,200 － 22,200 1.15

計 － 22,200 － 22,200 1.15

②【自己株式等】

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、株式会社東京証券取引所の「有価証券上場規程」第216条第６項の規定に基づき、金融商品取引法第193条

の２第１項の規定に準じて、第２四半期会計期間（2023年１月１日から2023年３月31日まで）及び第２四半期累計期

間（2022年10月１日から2023年３月31日まで）に係る四半期財務諸表について、PwC京都監査法人による四半期レビ

ューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので四半期連結財務諸表を作成しておりません。

４．最初に提出する四半期報告書の記載上の特例

　当新規上場申請のための四半期報告書は、「企業内容等開示ガイドライン24の４の７－６」の規定に準じて前年同

四半期との対比は行っておりません。
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（単位：千円）

前事業年度
（2022年９月30日）

当第２四半期会計期間
（2023年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 653,951 794,337

売掛金 152,230 172,009

その他 16,412 11,522

貸倒引当金 △1,430 △1,430

流動資産合計 821,164 976,439

固定資産

有形固定資産 11,818 8,855

投資その他の資産 36,837 51,557

固定資産合計 48,655 60,413

資産合計 869,819 1,036,852

負債の部

流動負債

買掛金 55,504 71,388

１年内返済予定の長期借入金 23,628 22,239

未払法人税等 3,279 36,451

賞与引当金 46,311 42,002

その他 80,285 104,409

流動負債合計 209,010 276,492

固定負債

長期借入金 38,920 27,800

固定負債合計 38,920 27,800

負債合計 247,930 304,292

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 121,080

資本剰余金 264,489 285,570

利益剰余金 256,709 326,130

自己株式 △222 △222

株主資本合計 620,977 732,560

新株予約権 911 －

純資産合計 621,889 732,560

負債純資産合計 869,819 1,036,852

１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】
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（単位：千円）

当第２四半期累計期間
（自　2022年10月１日

至　2023年３月31日）

売上高 789,600

売上原価 340,015

売上総利益 449,585

販売費及び一般管理費 ※　347,937

営業利益 101,647

営業外収益

受取利息 3

資産除去債務戻入益 －

受取利子補給 35

その他 19

営業外収益合計 57

営業外費用

支払利息 163

その他 －

営業外費用合計 163

経常利益 101,541

税引前四半期純利益 101,541

法人税、住民税及び事業税 31,840

法人税等調整額 279

法人税等合計 32,119

四半期純利益 69,421

（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】
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（単位：千円）

当第２四半期累計期間
（自　2022年10月１日

至　2023年３月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 101,541

減価償却費 2,963

賞与引当金の増減額（△は減少） △4,308

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △2,000

受取利息 △3

支払利息 163

売上債権の増減額（△は増加） △19,778

その他資産の増減額（△は増加） 5,911

仕入債務の増減額（△は減少） 16,261

未払金の増減額（△は減少） 5,823

未払費用の増減額（△は減少） 5,160

その他負債の増減額（△は減少） 17,301

小計 129,036

利息の支払額 △163

利息の受取額 3

法人税等の支払額 △2,231

営業活動によるキャッシュ・フロー 126,645

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 －

投資有価証券の取得による支出 △15,000

敷金及び保証金の回収による収入 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △15,000

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △12,508

株式の発行による収入 41,250

財務活動によるキャッシュ・フロー 28,741

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 140,386

現金及び現金同等物の期首残高 653,951

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※　794,337

（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27－２項に

定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用するこ

とといたしました。

　なお、四半期財務諸表に与える影響はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症拡大に伴う会計上の見積りについて）

　前事業年度の発行者情報の(追加情報)(新型コロナウイルス感染症拡大に伴う会計上の見積りについて)に記載

した会計上の見積りにおける新型コロナウイルス感染症拡大に伴う仮定について重要な変更はありません。

当第２四半期累計期間
（自　2022年10月１日

至　2023年３月31日）

給料及び手当 168,298千円

賞与引当金繰入額 39,194

（四半期損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

当第２四半期累計期間

（自　2022年10月１日

至　2023年３月31日）

現金及び預金勘定 794,337千円

現金及び現金同等物 794,337千円

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおり

であります。

（株主資本等関係）

当第２四半期累計期間（自　2022年10月１日　至　2023年３月31日）

１．配当金支払額

　　該当事項はありません。

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後と

なるもの

　　該当事項はありません。

３．株主資本の金額の著しい変動

　　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期累計期間（自　2022年10月１日　至　2023年３月31日）

　当社は、プロシェアリング事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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当第２四半期累計期間

(自　2022年10月１日

　至　2023年３月31日)

一時点で移転される財または

サービス
206,299

一定の期間にわたり移転され

る財またはサービス
583,301

顧客との契約から生じる収益 789,600

その他 －

外部顧客への売上高 789,600

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　当社はプロシェアリング事業の単一セグメントであり、主要な顧客との契約から生じる収益を収益認識時点

別に分解した情報は以下のとおりであります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
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当第２四半期累計期間
（自　2022年10月１日

至　2023年３月31日）

１株当たり四半期純利益 36円80銭

（算定上の基礎）

四半期純利益（千円） 69,421

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 69,421

普通株式の期中平均株式数（株） 1,886,535

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 33円49銭

（算定上の基礎）

四半期純利益調整額（千円） －

普通株式増加数（株） 186,471

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前事業

年度末から重要な変動があったものの概要

－

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以

下のとおりであります。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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